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【事業全体概要】

重点取組事業 市長マニフェスト 事務事業の類型

【事業の目的】

対象（何を）

意図（どのような
状態にしたいか）

【事業の活動】

活動指標名（具体的にどのような活動をしたか） 単位

①

②

【事業の成果】

成
果
指
標
①

成果指標名（どのような成果が得られたか） 単位

成果指標の達成度（目標に対してどれだけ達成できたか）

成
果
指
標
②

成果指標名（どのような成果が得られたか） 単位

成果指標の達成度（目標に対してどれだけ達成できたか）

（目標達成度）

（目標達成度）

高松市事務事業評価表 【事中・事後評価】

中期目標

中期目標

中期目標

総
合
計
画
体
系

概要

事
業
の
概
要

種別

目標値

実績値

種別

目標値

実績値

（達成度）

（達成度）

【コストの推移】

指標名 単位

トータルコスト 千円[ ]

事業費( ) 千円[ ]

職員人件費( ) 千円[ ]

【評価】

評価ランク 今後の方向性

【昨年度の実施状況と課題】（評価ランクの結果に対する理由などを分析して記入）

【今後の事業方針】（評価ランクの結果を受けて、上記課題に向けた今後の方針を具体的に記入）

（Ａ～Ｄ） （拡充、継続、改善継続、縮小、廃止）
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心豊かで未来を築く人を育むまち

社会を生き抜く力を育む教育の充実

学校教育の充実

豊かな心と体を育てる教育の推進

学校図書館活性化推進事業

教育局

学校教育課

087-839-2616

市

平成 年度～28

一般重点 ⑨1- ①ソフト事業（法律による実施義務有）

指導員延べ年間活動日数 日

児童１人当たりの学校図書館図書の貸出冊数 冊

生徒１人当たりの学校図書館図書の貸出冊数 冊

平成 年度（ 年度決算分）29 28

H26 H27 H28 H30

H26 H27 H28 H30

H30H28H27H26

　学校図書館用図書の一層の効果的活用を図るとともに、児童・生徒の個性を伸ばす教育に資するため、学校図書館指導員を学
校に配置し、情報提供等の支援を行う。
・読書センターとしての機能を発揮できる学校図書館の効果的な運営を行い、本の読み聞かせなどを通して、感動する本と出会
う機会を作ることで豊かな心を育み、知的好奇心を高める。
・学習・情報センターとしての機能の充実を図り、情報の収集、選択、整理、発信等の力を高める。

○小学校４８校、中学校２３校に学校図書館指導員を配置し、情報提供等の支援を行う。

市内小・中学校の児童生徒

児童生徒の読書への関心を高める。

学校図書館指導員を配置したことで、児童生
徒が図書室へ足を運ぶ機会が増え、読書意欲
もさらに高まっていることから、一定規模以
上の学校に専任の図書館指導員を配置するこ
とが求められている。

学校図書館指導員を全ての小・中学校に専任
で配置することにより、学校図書館の運営が
より活性化するものと考える。

平成 年度35

H29

H29

H29

年度29 　・指導員６２人を雇用（１日６時間勤務）
○指導員研修会を実施する。
○図書館ボランティアネットワークかがわとの協働事業の活用
○親子読書活動の推進

％101.3

％113.3

点35

点35

平成 年度（決算）26 平成 年度（決算）27 平成 年度（決算）28 平成 年度（予算）29

127,927 138,363 140,629 144,466

124,236 134,524 136,703 140,540

3,691 3,839 3,926 3,926

Ａ 継続

子ども読書活動の推進にあたっては、全ての小・中学校に学校図書館指導員を配置し、読み聞かせや図書紹介等、学校図書館の活性化を図っ
ている。

これらの取組みをさらに充実させ、学校規模に応じて専任の図書館指導員を配置し、学校図書館の一層の充実、利用促進を図っていく必要が
ある。
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